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論 文 内 容 の 要 旨 
本論は、日本近代の洋画史上、黒田清輝に続いて西洋美術の受容に努力したとされる神
戸出身の洋画家・小磯良平（1903-1988）について、その芸術の理解のために「室内での
創作」という観点を提示し、また彼の基礎形成に関わる二つの観点―「ドガの受容」「戦争
画制作」から考証することによって、新たな側面を提示しようと試みたものである。 
第一章では「室内での創作」という観点が、「室内―アトリエへの意識」「アトリエでの人
物画制作と女性像について」「群像表現と《二婦人像》の解釈に関する考察」という三つの
節に分けて論じられる。この問題を提示するにあたって、順風満帆の幸運児という従来の
画家像に異を唱え、東京美術学校在学中に《T 嬢の像》（1926 年）で異例の特選を得た画
家の桎梏や苦悩を描き出している。 
第二章では「エドガー・ドガの受容」という画家の基礎形成に関わる観点が、「小磯と
ドガの出会い」「踊り子のモティーフ」「群像表現について―《練習場の踊子達》を中心に
して」「洋裁店を描いた一連の作品にみるドガの「影響」について」という四つの節に分け
て論じられる。西洋画の受容に取り組む過程で、小磯が積極的に学んだ画家はドガである
とした上で、対象の綿密な観察と研究を反映したデッサンに基づいて作品を構成するとい
う、伝統的な手法をとり続けたドガの手法と、彼が眼を向けた都市生活の主題こそが、小
磯の基礎形成に大きく関わっていたことを論じている。 
第二章には、ドガの手法と主題の一例を論じた「エドガー・ドガ作《コンコルド広場》
に関する一考察」が付論として添えられている。 
第三章では「戦争画の制作」という彼の基礎形成に関わるもうひとつの観点が、「小磯
の戦争画研究の諸問題について」「最初の戦争記録画－《南京中華門の戦闘》について」
「《兵馬》の群像表現について」「小磯の朝日文化賞受賞とその周辺」「小磯の戦争画におけ
る写真の役割」という五つの節に分けて論じられる。他の視覚イメージを用いて制作する
彼の手法を検討すると同時に、1938 年から 1944 年までの間に、戦争画への意欲や心境の
変化があったことを画家自身の言葉や作品分析を通して示している。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 小磯良平の画業について、従来から西洋受容の問題が指摘されてきてはいるものの、こ
のことに正面から挑んだ論考は少なく、修士論文までドガを研究していた論者ならではの
問題意識が明確に示されることが期待された。しかしながら、第一章では、空間構成の問
題とアトリエという機能面での考察が混在しており、第二章でも、ドガの受容が画面構成
の手続きにあるのか、踊り子というモティーフにあるのか、群像の構成の仕方にあるのか、
などのさまざまな問題が、あまり焦点化されないままに論じられている。第三章では、戦
争画というドガとは直接に関係しないジャンルを中心に据えたため、画家が取り組んだ群
像構成面での試行錯誤より、戦争画に関する意欲や心境などの分析が前面に出た形になっ
た。このため、三つの章が有機的に噛み合ってひとつの全体を成すというより、それぞれ
の独立性が高く、論文全体を貫く問題意識が見えにくくなっている点が惜しまれる。 
 また、論者は小磯良平のカタログ・レゾネの編纂に際して資料整理の任にあったため、
自身で発見したものを含めて、非常に多くの資料を駆使して論述している。そのため資料
の引用が多く、場合によっては恣意的とも取れる形で異なる時代の発言を組み合わせてい
る。そのため、学術論文というより、一般的な伝記著述やイメージ・リテラシーに近い形
で述べられている部分も少なくない。 
 しかしながらその一方で、小磯のドガ受容、彼の戦争画という非常に新しい主題に取り
組み、それぞれの局面でいくつかの注目すべき視点や捉え方を提示している点は高く評価
できる。ドガを研究する中で小磯が突き詰めようとした西洋画法探究は、戦争のために中
断を余儀なくされたかに見えるが、彼の中では脈々と続いていたという事態が、緊密にま
とまっているとは言い難い論文の端々から、逆に垣間見える。日本と西洋の画家の間で一
定の影響関係を論じることは、それぞれの画家とその背景について並々ならぬ造詣がなけ
ればできないことである。その困難な問題に取り組んだ本論は、小磯とドガとの関係研究
の道に、ゆるぎない一歩を踏み出している。上に指摘した点を除いて論述にさほど大きな
破綻なく、文章も安定しており、また付録として添えられた年譜や文献目録も本格的で、
資料価値が高い。 
  よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
